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第４次菊川市多文化共生推進行動指針を策定します
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多 文 化 共 生 社 会 の
実 現 を 目 指 し て

    （
シン・チャオ）       （ニーハオ）      （オラ）                                                       （ハロー）                       （マガンダン・タンハーリ）

外
国
人
比
率
が
県
内
№
１

　

市
内
の
外
国
人
住
民
数
は
、リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
景
気
低
迷
や
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
っ
て
平

成
20
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
を
続
け
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、平
成
28
年
よ

り
増
加
に
転
じ
て
い
ま
し
た
が
、令

和
３
年
３
月
末
の
外
国
人
人
口
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
な
ど
に
よ
り
、前
年
よ
り
僅
か
に

減
少
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、本
市
の
外
国
人
住
民
数

は
３

’５
５
２
人
で
、総
人
口
に
対
す

る
比
率
は
７
・
４
％
と
、県
内
で
１

番
高
い
値
※
で
す
。
特
に
、外
国
人

住
民
が
多
く
住
ん
で
い
る
小
笠
地
区

で
は
、13
・
５
％
が
外
国
人
住
民
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
参
照
１
）

※
令
和
４
年
１
月
末
現
在

永
住・定
住
の
資
格
を
持
つ
人
が

お
よ
そ
８
割

　

現
在
、外
国
人
住
民（
29
カ
国
）の

内
、お
よ
そ
60
％
が
ブ
ラ
ジ
ル
国
籍
、

お
よ
そ
20
％
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
籍
で
、

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
ア
ジ
ア
圏
の
国
籍
の

人
が
増
え
て
い
ま
す
。（
参
照
２
）

　
「
永
住
型
在
留
資
格
※
」を
持
つ
人

は
、お
よ
そ
80
％
を
占
め
、技
能
実

習
生
の
割
合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

※�

永
住
者
、定
住
者
、日
本
人
の
配
偶
者

等
、永
住
者
の
配
偶
者
等

地
域
の
一
員
と
し
て
共
に
暮
ら
す

　

菊
川
市
で
は
、平
成
20
年
に
第
１

次
菊
川
市
多
文
化
共
生
推
進
行
動
指

針
、平
成
25
年
に
第
２
次
指
針
を
策

定
し
、言
葉
や
教
育
な
ど
、多
文
化

共
生
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

対
応
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
29
年
３

月
に
は
第
３
次
指
針
を
策
定
し
、「
国

籍
を
超
え
て
、誰
も
が
幸
せ
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
多
文
化
共
生
社
会
」

の
実
現
を
基
本
理
念
と
し
、多
文
化

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、外
国
人
住
民
の
増
加
・
多

国
籍
化
や
、在
留
資
格「
特
定
技
能
」

の
創
設
、デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
、自

然
災
害
の
激
甚
化
、多
様
性
を
尊
重

す
る
社
会
実
現
へ
の
動
き
な
ど
、多

文
化
共
生
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
も

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
現
状
を
踏
ま
え
、よ
り
一
層
の
多

文
化
共
生
施
策
の
推
進
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

第
３
次
指
針
で
は
、「
安
心
し
た

生
活
の
実
現
」に
重
点
を
置
い
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、第
４
次
指
針
で

は
、外
国
人
住
民
を
一
時
的
な
滞
在

者
と
し
て
で
は
な
く
、地
域
社
会
の

一
員
と
捉
え
、互
い
を
認
め
尊
重
し

合
い
な
が
ら
、暮
ら
し
て
い
け
る
社

会
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

多文化共生とは、国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的違いを認め合い、対等な関係を築こうと
しながら、地域社会の構成員として共に生きていくことです。社会情勢の変化や、これまで取り組んで
きた多文化共生施策の課題などを踏まえ、「第４次菊川市多文化共生推進行動指針」を策定します。

問い合わせ   地域支援課市民協働係（プラザきくる内☎35-0925）

多文化共生講座参加者募集中
講座名  多文化共生交流会「多様な文化に触れ、多
文化理解を深めてみませんか！」
日時  ３月19日（土）午後２時〜４時
会場  プラザきくる３階会議室
申込方法  下記へ電話で申し込み
申・問 地域支援課市民協働係

（プラザきくる内☎35-0925）

参照１

参照２

Xin chao　你好　Olá　こんにちは　Hello　Magandang tanghali


